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新5ドル紙幣についての情報

新5ドル紙幣の登場によってどのような変化があるのでしょうか？

•	 変わらない価値：新旧どちらのデザインの紙幣でも、額面通りの価値が維持され
ます。アメリカ合衆国が1861年より発行した紙幣はすべて、今日でも額面通りの
価値で換金できます。

•	 米国紙幣ならではの外観と感触：新しい紙幣は、アメリカの紙幣として世界中で
受け入れられている外観と感触を保っています。新札のサイズに変更はなく、肖
像画や歴史を表す絵柄も旧札と同じものが使用されますが、より高度な技術が
採用されています。

•	 新5ドル紙幣の偽造防止対策をご活用ください：皆様が苦労して稼いだお金を守
るためにも、紙幣が本物かどうかを確認してください。1990年代に初めて導入さ
れた透かしと偽造防止糸が組み込まれた新5ドル紙幣では、簡単に確認すること
ができます。

o		 新5ドル紙幣には、透かしが2箇所にあります。これまでの5ドル紙幣では、リ
ンカーン大統領の肖像画が透かしとして使用されていましたが、新紙幣では

「5」の数字の透かしが肖像画の右側の余白に入っています。また、2つ目の
透かしは、3つの小さな「5」の数字から成る列です。これは、新5ドル紙幣で肖
像画の左側に新たに追加されました。

o		 新5ドル紙幣の肖像画の右側には、偽造防止糸が垂直に埋め込まれていま
す。また、この偽造防止糸に沿って「USA」と「5」の文字が交互に記されている
のが紙幣の両面から確認できます。この偽造防止糸は、紫外線に当てると青
く光ります。

•	 高度なデザイン：これまでの紙幣と同じく、新5ドル紙幣の背景には薄い色が使用
され、アメリカの自由のシンボルが印刷されています。

o		 表に描かれていたリンカーン大統領の肖像画の周囲、および裏のリンカーン
記念館の絵柄の周囲に描かれていた楕円形の境界線は取り除かれました。こ
れらの絵柄は双方ともより詳細になりました。

o		 5ドル紙幣に描かれる自由のシンボルはアメリカ合衆国国章（鷲と盾）です。	
o		 紙幣の背景色は紙幣の中央が薄い紫色になっています。この紫色は、端に向

かうにつれて灰色へと溶け込んでいきます。
o		 紙幣の表には、紫色の星々が肖像画およびアメリカ合衆国国章を囲んでい

ます。
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o		 視覚障害をお持ちの方でも簡単に紙幣の種類を特定することができるよう、
紙幣の裏の右下には、「5」の数字が紫色で大きく記されています。

o		 紙幣の表に描かれた肖像画の左側、そして裏に描かれたリンカーン記念館
の絵柄の右側には、小さな「05」の文字が黄色で印刷されています。

米国紙幣の信頼性を維持する取り組みは継続的に行われています。紙幣の判別方法の
教育活動、積極的な法的対策、偽造防止対策の強化により、多くの偽造が未然に防がれ
ています。

•	 偽造による経済的打撃は全体的に見ればそれほど大きくありませんが、個人や企
業が偽造紙幣を受け取った場合、その当事者にとっては完全な損失となります。

•	 すべての紙幣に対する偽造の可能性を継続的に検討し、紙幣のデザインを刷新、
新しい偽造防止対策を組み込むことで、米国政府は通過偽造に対処しています。

新5ドル紙幣がスムーズに導入できるよう、新紙幣に対する世界規模での認知向上プロ
グラム、教育活動が進行中です。

•	 通貨偽造が国家経済に及ぼす影響はそれほど大きなものではありませんが、一
般市民の方々が通貨に導入されている偽造防止対策について一般市民の方々
が理解し、それを活用すれば、偽造との戦いにより容易に打ち勝つことができる
でしょう。

•	 そのような社会意識を生み出し、米国そして世界中で新紙幣をスムーズに導入
させるために、米国政府は国際的な公教育プログラムを開始しました。このプロ
グラムは、米国紙幣の利用者が新デザインの5ドル紙幣が流通していることを知
り、理解を深め、その偽造防止対策を活用できるようサポートします。

•	 偽造防止の最前線に立つことの多い現金出納係の方々が、偽造防止対策やその
確認方法について理解していることが重要です。また、公教育プログラムは、さま
ざまな報道機関を介し、現金取扱業者、現金取扱機器の製造者、ビジネス団体、
一般市民を対象としています。このため、米国政府は小売業者、金融機関、企業
が、現金出納係向けに新紙幣の偽造防止対策について教育する取り組みを積極
的にサポートします。

•	 関係当局は2007年に、ATMやその他の現金取扱機器のメーカーに対して、まず
は新紙幣についての情報を入手し、2008年3月13日の新紙幣流通までに機器が
新5ドル紙幣を認識できるよう、またこれらの改良を行うための予算を組み込む
よう働きかけを始めています。	


